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留 学 生 指 導 部 門 報 告
(2007年 4 月 ---2008年 3 月 )
3 . 
出原節子
は じ め に
留学生指導部 門 で は ， 担 当 教員 ( 出原) が以下の よ う な 業務 を行 っ て い る 。
1 . 外国人留学生 に 対す る 修学 ・ 研究上， 生活上及 び異文化適応上の 指導 ・ 助言
2 . 異文化教育及 び 日 本語教育
3 . 留学生 と 日 本人学生 の 相互理解， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 高 め る た め の 活動
4 . 海外留学 に 関す る 情報の 提供及 び留学相談
5 . 留学生活 に 関 わ る 各種情報の 提供， 地域交流団体等が主催す る 行事 の 案 内
小稿で は， 留学生指導部門が行 っ た 主 な 活動 に つ い て， 報告す る 。
指導 ・ 助言
2007 年度 は 以 下 の よ う に 面談 時 間 を設 け た が， 面談時間以外 に も 訪ね て 来 る 学生 が い る の で， 時間
の あ る 限 り 対応 し て い る 。






















指導部 門 に 寄せ ら れ た 様 々 な 問題 に 対 し て は， 留学生 セ ン タ 一 日 本語教育部門教員及 び非常勤講師を
は じ め， 各学部， 留学支援室， 学生支援課等 と 連携 し て 対処 し た。
( 1 ) 留学生 に対す る 指導 ・ 助言
件数 : 63 件
( 2 ) 日 本人学生 に 対す る 指導 ・ 助言
件数 : 25 件
( 3  ) そ の他 (富 山大学各学部 の 指導 ・ 助言教員， 外部交流団体等か ら の 相談)
件数 : 1 1 件
学 内 か ら 募集 し た 『国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア 』 に 参加 し
こ の 授業 は， ①語学 .(主 と し て 日 本語) 能力 の 向上， ②
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2 異文化理解 ・ 交流
( 1 )  í 日 本事情J
日 本語研修 コ ー ス 「 日 本事情」 の 授業 に ，
て も ら い， 留学生 と の 合 同授業を 行 っ て い る 。
日 本人学生 に よ る 留学生支援， ③異文化理解， ④ 自 文化理解， ⑤異文化交流活動 の 拠点化， を 目 的 と し
て い る 。
( 2  ) 見学
前期 と 後期 に 原則各 1 回， 日 本語研修 コ ー ス の フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ を実施 し て い る 。 同 時 に 「富 山 大
学短期留学生受入れ体制要項」 に基づ く 短期留学生 の た め の ス タ デ ィ ト リ ッ プ も 実施 し て い る 。 見学 に
は 日 本人学生 も 希望が あ れ ば 付 き 添 い と し て 参加 を 認 め， 異文化交流 の 場 と し て い る 。 2007 年度 も 日
本文化へ の 理解 を 深 め る た め， 近隣の博物館等を 見学 し た。
・ フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ & ス タ デ ィ ト リ ッ プ (前期)
< 実施 日 ・ 見学場所 >
2007 年 6 月 1 日 (金) 富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢
< 参加者数 >
留学生 7 人
日 本人学生 2 人
- フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ & ス タ デ ィ ト リ ッ プ (後期)
< 実施 日 ・ 見学場所 >
2007 年 11 月 30 日 (金) 富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢
< 参加者数 >
留学生 1 1 人
日 本人学生 1 人
( 3  ) ホ ー ム ス テ イ
財団法人 と や ま 国 際 セ ン タ ー の 斡旋 に よ り ， 1999 年度後期 よ り 留学生 セ ン タ 一 所属 の 文部科学省 国
費留学生 (予備教育生) に 対 し 1 泊 2 日 の ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム を実施 し て い る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007 年 7 月 28 日 (土) - 29 日 ( 日 ) 1 人 (16 期生)
な お ， 17 期生 は 国費留学生 の 配置がな か っ た の で， ホ ー ム ス テ イ は 行わ な か っ た。
( 4  ) ホ ー ム ビ ジ ッ 卜
日 本語研修 コ ー ス に は， 文部科学省 か ら の 国費留学生 だ け で な く ， 学内公募 に よ る 受講生 を 受 け 入 れ
て い る 。 「留学生 セ ン タ ー 在籍者 ホ ー ム ス テ イ 実施要項」制定時 に は， 学内公募 の 学生が L 、 な か っ た た め ，
こ れ ら の 学生 は ホ ー ム ス テ イ ・ プ ロ グ ラ ム の 対象者 に 含 ま れ て い な い。 そ こ で， 富 山市民国 際交流協会
の 協力 に よ り ， 学 内 公募 の 学生 を 対象 と し た 1 B 家庭訪問 プ ロ グ ラ ム を 2002 年度前期 よ り 実施 し て い
る 。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007 年 7 月 28 日 (土)
2008 年 1 月 26 日 (土)
( 5  ) 異文化交流パ ー テ ィ ー
2 人 (16 期生)
6 人 (17 期生)
留学生 と 日 本人学生 の 交流を 目 的 と し た パ ー テ ィ ー を 春 と 秋の 年 2 回， 留学生 セ ン タ ー の 談話室で開
催 し ， 200 円 の 参加費で， ス ナ ッ ク 菓子 と 飲物 を 用 意 し て い る 。
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< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007年 5 月 23 日 (水) 17 : 00- 44人
2007年11月 28 日 (水) 17 : 00- 21人
( 6  ) お し ゃ べ り タ イ ム
毎週木曜 日 の 12 : 00 - 13 : 00 に 留学生 セ ン タ ー の 談話室で 「 お し ゃ べ り タ イ ム 」 を 開催 し ， 留学生
と 日 本人学生が昼食 を 食 べ な が ら 語 り 合 う 時間 を 設 け て い る が， 木曜 日 以外 に も 留学生 と 日 本人学生が
昼食を共 に し て い る 姿 が み ら れ る 。
( 7 ) 異文化理解教育等への協力
県 内 の 教育機関 で行わ れ て い る 異文化理解教育や市 ・ 町 ・ 村主催 の 国際交流行事， 地域の 各種団体等
が主催す る 行事等 に 参加依頼 ・ 協力依頼が あ っ た場合 は ， そ の 要請 に 応 じ て， 都合 の つ く 留学生 の 派遣
を行 っ て い る 。
・ 富 山 大学人開発達科学部附属小学校ふ た ば会主催 「交流 ま つ り 」 ボ ラ ン テ ィ ア 協力
(10月 28 日 ) 11人
・ 国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 富 山主催 「 ミ ニ ・ フ ォ ー ラ ム J 参加 (11月 24 日 ) 2 人
3 各種情報の提供
全学の留学生 を 対象 に ， 留学生活 に 関 わ る 情報 を提供 し ， 地域の 交流団体等が主催す る 行事等の 案 内
を留学生セ ン タ ー の 談話室 に 掲示 し て い る 。
国 際交流団体 お よ び行事 内容 に つ い て は 「外国人留学生関係行事一覧」 を参照 し て い た だ き た L 、。
4 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
( 1 ) 学部新入留学生 の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
学部教員 や留学支援室， 学生支援課等の 協力 に よ り ， 前期 の 授業開始 目 前 に ， 全学 の オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン と は別 に ， 学部新入留学生 を対象 と し た オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を実施 し て い る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 終
了 後 に は， 先輩学生 の 協力 を 得て . I前期時間割」 を作成 し ， 更 に ， 留学生指導部門担 当 教員 が留学生
セ ン タ ー の 施設案 内 を し て い る 。
< 実施 日 時 >
2007 年 4 月 10 日 (火) 17 : 00 -
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
・ 教職員 の 紹介
・ 留学生セ ン タ ー 及び そ の他の 施設 に つ い て
・ 留学支援室及 び学生支援課職員 に よ る 所掌事項 に つ い て (奨学金， 授業料免除， ア ルバ イ ト 等)
・ 危機管理 に つ い て (各種保険等)
・ 教養科 目 履修 に つ い て
( 2 ) 新規来 日 非正規生 (研究生， 科 目 等履修生， 特別聴講学生) の た め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
< 実施 日 時 ・ 参加者数 >
2007年 4 月 16 日 (月 ) 7 人
2007年10月 15 日 (月 ) 9 人
< オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 内容 >
・ 学内 ・ 学外 に お け る 諸手続 き に つ い て
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- 留学生 セ ン タ ー に つ い て
. 学生生活 に つ い て
・ 危機管理 に つ い て
( 3  ) 平成 1 7 年度外国人留学生 (新入生) 合宿研修
こ の 研修 は 学務部留学支援室の 主催で行われ， 留学生 セ ン タ ー か ら は 指導部門担当教員 が参加 し た。
< 実施 日 >
2007 年 5 月 12 日 (土) - 13 日 ( 日 ) ( 1 泊 2 日 )
< 実施場所 >
富 山 県南砺市利賀村 ス タ ー フ ォ レ ス ト 利賀
< 参加者 >
・ 学部新入留学生




・ 留学生セ ン タ ー 教員
. 留学支援室職員
< 研修 の 内容 >
・ 大学生活 の 心得 に つ い て
. チ ュ ー タ ー制度 に つ い て
・ 留学生活 に お け る 問題 の 解決法 ・ 地域 と の 交流 に つ い て
・ 各種奨学金， ア ルバ イ ト ， 授業料免除制度 に つ い て
・ 福利厚生 に つ い て
・ ガ イ ド ブ ッ ク 事項説明
. 質疑応答
5 海外留学相談
留学生 セ ン タ ー の 1 階 に 『留学情報資料室』 を設置 し ， 海外留学を希望す る 学生 に 情報 の 提供 を 行 う









経済学部 5 人 ( 中 国人留学生 1 人含む)
医学部 1 人
計 四人
希望留学先 : 米国， 英国， カ ナ ダ， ス ウ ェ ー デ ン ， 韓国， オ ー ス ト ラ リ ア ， ド イ ツ
な お， 7 月 11 日 に 実施 さ れ た 留学を希望す る 学生 を 対象 と し た 「留学説明会」 に お い て ， 留学 に 関
す る 指導 ・ 助言を行 っ た。
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6 その他
( 1 ) 富 山 大学留学生教育指導連絡会議
2002 年 9 月 24 日 に 「富 山 大学留学生指導連絡会議要項」 を制定 し ， 以来留学生指導等 の 充実を 図 る
た め に 連絡会議 を 開催 し ， 留学生 に 関す る 様 々 な 問題 に つ い て 各学部 の 教員及 び事務 と の 情報交換 ・ 意
見交換 を 行 っ て 来た が， 2006 年 7 月 21 日 に 「富山 大学留学生教育指導連絡会議」 と し て 再 ス タ ー ト し ，
引 き 続 き 留学生 の 教育及 び生活指導等 の 充実 を 図 る こ と を 目 的 に ， 各学部や留学支援室 と 連携 し て 会議
を 開催 し で情報 ・ 意見の 交換， 収集を行 っ た。
< 開催 日 >
2007年 9 月 28 日 (金)
2008年 3 月 4 日 (火)
( 2  ) ホ ー ム ビ ジ ッ ト ・ プ ロ グ ラ ム
全学の 学生 を 対象 と し た 1 日 家庭訪問 プ ロ グ ラ ム を 「言語交流研究所 ヒ ッ ポ フ ァ ミ リ ー ク ラ ブ」 の 協
力 に よ り 実施 し た。
< 実施 日 ・ 参加者数 >
2007年 8 月 6 日 (月 ) 7 人
( 3  ) 富山県留学生等交流推進会議総会座談会
毎年 1 回 開催 さ れ る 富 山 県留学生等交流推進会議総会 の 後 に 開催 さ れ る 「留学生 と の 座談会」 の 苛
会 を 数年 に 亘 り 依頼 さ れ て お り ， 2007 年度 も 依頼 さ れ た 。 座談会 の 進行 を 円 滑 に 進 め る た め， 事前 に ，
県 内 の 各高等教育機関 (富 山 大学 ・ 富 山 県立大学 ・ 高 岡法科大学 ・ 富 山 国 際大学 ・ 富 山 工業高等専門学
校) か ら 参加者 と し て 選 ば れ た留学生 と 面談 を し ， 発表内容の 確認， ア ド、 パ イ ス 等 を 行 っ た。
< 開催 日 >
2007年1 1月 14 日 (水)
おわ り に
2007 年 5 月 現在， 富 山 大学 に は 328 人 の 外 国人留学生が在籍 し て い る 。 そ の う ち ， 五福 キ ャ ン パ ス
に は 273 人が在籍 し て い る 。
富 山 県で は， 県内在住の 大学等の 私費留学生 (学部 1 年生 と 大学院生 は全員。 学部 2 -- 4 年生 は 、 学
業成績が上位 10%以 内 の 学生) に 対 し ， 県か ら 「富 山 県国 際交流奨学金」 と し て 1 万 円 (年間 12 万 円 )
が支給 さ れ て い る 。 ま た ， 国民健康保険料 の 助成 も お こ な わ れ て い る 。 さ ら に ， 2002 年 10 月 よ り 財団
法人 と や ま 国 際 セ ン タ ー が， 富 山 県， 富 山 県婦掬会， 留学生 を 受 け 入れ る 富 山 県 内 の 大学 ・ 短大 ・ 高専，
宅地建物取 引 業 の 団体 な ど の 連携協力 の も と に ， I留学生住宅確保支援制度」 を実施 し て い る 。 こ う し
た地域 の 人 々 の 暖か い支援 に よ り ， 留学生が よ り 安定 し た居住環境 の 中 で安心 し て 留学生活 を送 る こ と
が で き る よ う に な り ， 大変感謝 し て い る 。
こ れ か ら も 地域 と の 緊密 な 連携 を は か り ， 留学生支援体制 の 充実 の た め一層 の 努力 を し て い き た L 、。
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